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＜連絡事項＞

・アルコール依存症治療プログラムですが、先週の木曜日からの実施予定でしたが東病棟の患者様が発熱の為、今週の水曜日まで中止となっています。Ｄｒより、モチベーションが低下している為、本人が出来るものを内容検討して下さいとの事です。

・インフルエンザに罹患したスタッフがいました。感染予防のため手洗い、うがいを徹底して下さい。

・５/１(火)の皮膚科診察ですが、現在、東病棟と合同の予定です。現在場所について確認中です。

・明日のプログラムですが、お花見がある為、体育館で合同で行う予定としています。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～４/29(日)9：30より外泊され、本日20：00帰院予定となっていましたが、予定より遅れ、21：15に帰院されています。外泊に行かれる前に、食事を常食から軽食にして欲しいとの希望ありましたが、帰院時に本人に確認したところ、やはり軽食にして欲しいとの事でしたので、明日、主治医より指示受けお願いします。

・駒木　洋士様～本日、プログラム開始前に体育館の床に右側臥位で伏している所を発見眩暈・右側胸部痛の訴えあり、血圧120/76mmHg。その後、独歩にて自床まで行かれ、安静臥床出来ています。　田名部Ｄｒへ報告し、右側胸部Ｘ－Ｐ施行の指示あり、施行するも異常所見はなく、湿布貼付にて様子観察としています。昼食はレストランへは行かず、ホールにて摂取されています。以後、右側胸部痛は継続しているも腫脹・内出血はなく眩暈の訴えも聞かれていません。今後、痛みの有無について観察していきましょう。

・中川原　義雄様～家族より、眼鏡を作って欲しいと希望あります。確認したところ、病院の方で作っていいとの事です。担当スタッフはめがね屋との連絡をお願いします。

＜週間予定＞

５/１(火)→皮膚科診察

布施　邦雄様10：00～５/３(木)16：00まで外泊予定。

５/２(水)→田端　テル様　夕方～５/４(金)昼まで外泊予定。

　　　　　蛯名　勝幸様10：00～他科受診

５/３(木)→コップ漂白

　　　　　東海林　康之様10：00～５/５(土)15：00まで外泊予定。

５/４(金)→モップ交換

５/６(日)→清川　厚子様13：00退院予定。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・杉澤　恵子様～＃1社会生活をする上でのルール・マナーの欠如あり

　　　　　　　　　　他者への不快感を訴えることあり、ルール・マナーの習得の　必要性がある。

　　　　　　　　Ｐ1－①ラジカセのボリュームについて→イヤホン、ヘッドホンを使用して頂く

　　　　　　　　　　　②他室(男性部屋)へ入って行く事あり→節度を指導する

　　　　　　　　　　　③室内では静かに過ごす→他者への配慮が出来る様になる

　　　　　　　　ラジオの音を大きくして聞いている事が目立ち、同室の患者様への影響

が見られています。また、作業に行くと作業室にある物を勝手に持って

来ることがあります。私物化している可能性がある為、観察を密に行い、

トラブルのないようにしていきましょう。

・中村　マス様～生活リズムが乱れており、夜間不眠で経過している事が多く見られています。ベッド周辺の乱雑さ見られている為、身辺整理の促しをしていきましょう。睡眠確保の為、本日、21号室の西川　和恵様と部屋を交換しています。今後の睡眠状態を観察していきましょう。

＜田名部Ｄｒ診察＞

・中森　みや子様～４/25の定期処方より、センナリドを4Ｔ→2Ｔに減量していましたが、便秘の傾向が強まった為、センナリドは来週で止めとなり、シンラック液15滴を毎日服用するとの事。排便の状況を観察していきましょう。

　　　　　　　　　「風呂の湯がぬるい」「南病棟に移らないとこの状態は変わらないと思いますので」と話されています。幻聴については、「前ほどではなくなりましたよ」と話されています。現在の処方で継続してみるとの事です。

・磯島　貴広様～「早く退院したい」と話されています。日課や自立が出来なくなる事に対しての不安が見られているが、青山荘に入所の目的がはっきりしている為、そのまま青山荘入所の方向で手続きを進めていきます。

・田端　テル様～右腕の状態に関しては、痛みを訴えることはありません。また、入院前と比較して「気分が軽くなりました」と話されています。疎通もスムーズで感情面の抑うつなども見られていません。５/２より５/４まで２泊の外泊予定ありますが、外泊の状態が良ければ、そのまま退院の方向で進めていくとの事です。外泊時の不眠時薬グッドミンが処方となっています。

・若松　澄子様～手の平のしびれを訴えていますが、薬の変更はありません。

・畑中　成夫様～夜間の睡眠については、熟睡感はあるも夜中の２､３時頃に覚醒する事　　　　　　　　　　　が多く日中の眠気はあるが、眠らないように活動するようにしていると話されています。引き続き夜間の睡眠状態を観察して下さい。本人、周りに対しての緊張感が強い為、周りを気にする行動が見られています。「皮膚科の時は感情的になる」との事で今後の皮膚科診察は野沢Ｄｒが来たことを確認し、一番最初に診察してもらう事とします。

・蛯名　勝幸様～明日の皮膚科診察で、野沢Drにベンチ腫の処置で凍結療法は院内で可能かどうかという事を確認して下さいとの事です。

＜清川　厚子様　退院時療養検討会＞

清川　厚子様（52）軽度知的障害・糖尿病　医療保護入院　主治医　川端Ｄｒ

入院日　　平成19年1月23日

退院日　　平成19年5月6日　13：00

初外来日　　未定（予定としては退院時処方が決まり次第です。）

本人の希望　　退院後は青山荘に入所を希望している。（保護者の夫様も青山荘入所を希望しています。）

社会資源　　　障害者基礎年金、手帳、重度医療を利用継続。

日常生活レベル　　

日常生活全般は声掛けが必要。食事制限　19単位

栄養指導行い、間食制限　1日200kcalまでとしています。

社会生活上での問題点　　

理解力が低い為、本人に分かるような言葉での説明が必要。

退院時に必要とされる条件　　

暴力行為をしない。（以前、青山荘で職員に対しての暴力行為があった為）

　　　　　　　　デイケアに通う。

　　　　　　　　私物の自己管理が出来る。

期待されるゴール　　

金銭管理が自分で出来る様になる事。

